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①若者世代の雇用創出と定住対策

目指すべき基本的方向目指すべき基本的方向

②すこやかに生み・育て・安心して子育て・
　教育ができる環境の整備

③地域資源を活かしたまちづくりと時代
　にあった地域社会の形成

○合計特殊出生率を段階的に向上させ、　
　平成 52 年に 1.8（国民希望　出生率）、
　平成 72 年に 2.07　（人口置換水準）を
　目指す

○転出超過を段階的に改善させ、平成 52
　年までに純社会移動率の均衡を目指す
　（転入者数＝転出者数）

2060 年（平成 72 年）の人口を 1,752 人
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取
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し
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基本目標 1
新たな活力を生み出す「しごと」づくりを目指す

(1) ともに支え合い、いきいきとした就労の場をつくる

(2) 次世代につながる強い農業づくりを推進する

(3) 立地企業への支援や企業誘致を推進する

数値目標
指　　標 基準値（Ｈ 26） 数値目標（Ｈ 31）
若者の
雇用創出数

36 人
（Ｈ 22 ～ 26 平均）

36 人
（Ｈ 27 ～ 31 平均）

〇奈井江町障がい者短期就労パワーアップ事業　〇地域おこし協力隊活用事業

〇良食味米の安定生産と生産体制の強化　〇特別栽培米（減農薬米）の取り組み推進
〇農産物販路拡大の推進　　　　　　　　〇農業後継者の育成や法人化の促進
〇６次産業化・特産品の開発等の検討

〇中小企業振興保証融資や相談支援　〇新規立地企業や事業拡大に対する企業支援
〇空知団地を中心とした企業誘致の推進　〇遊休公共施設を活用した企業誘致の推進

〇民間賃貸住宅の家賃助成、新築・中古住宅購入助成、移住・定住ＰＲ事業　　　　　
〇情報発信の強化　〇移住体験住宅の設置、お試し移住事業
〇奈井江版ＣＣＲＣ（生涯活躍のまち）構想の推進

基本目標 2
奈井江町に新たな「ひと」の流れをつくる

(1) 奈井江町への移住・定住対策を推進する

(2) 活気あるイベントの開催を推進する

(3) 独身者の出会いのきっかけづくりを推進する

(4) 中心市街地活性化を推進する

数値目標
指　　標 基準値（Ｈ 26） 数値目標（Ｈ 31）

転入者数 153 人 166 人

〇コンサート等の開催

〇結婚活動事業の開催、結婚活動希望者に対する情報発信

〇多機能型交流施設整備への支援や町・農協・商工会連携事業の展開
〇交流プラザみなクルや文化ホールとの連携事業

4 つの基本目標と具体的施策4つの基本目標と具体的施策
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基本目標３
安心して子育てができる「まち」づくりを目指す

(1) 健やかに生み育てる環境・体制整備を充実させる

(2) 特色ある学校教育の充実と基礎・基本の定着を図る

数値目標
指　　標 基準値（Ｈ 26） 数値目標（Ｈ 31）

合計特殊出生率
1.15

（Ｈ 20 ～ 24）
1.37

（Ｈ 25 ～ 29）

〇第 3子以降の認定子ども園保育料・学童保育料の無料化　〇子ども医療費助成
〇不妊治療費負担軽減事業　〇 5歳児相談等の実施　〇小児期の健康診断や相談体制の充実
〇予防接種事業の助成拡充（おたふく、ロタウィルス）

〇保・小・中・高の密接な連携による教育活動の推進　〇小学校全学年での 35 人学級編成
〇小学校低学年を対象とした英会話教室　〇英語検定・漢字検定受験料の助成
〇奈井江商業高等学校の入学者や在校生への支援　〇放課後学習指導の実施

基本目標 4
健康で安心なくらしを守り、生きがいのある「まち」づくりを目指す

数値目標
指　　標 基準値（Ｈ 26） 数値目標（Ｈ 31）

転出者数 203 人 190 人

〇健康づくりの推進
(1) 一人ひとりの健康づくりに対する支援を充実させる

(2) 安心して生活できる基盤整備を推進する

(3) 町民のコミュニティ形成を推進する

(4) 地域連携による経済・生活圏の形成を推進する

(5) 住民と一体となった防災・救急体制の充実を図る

○医療・介護サービスの推進　〇高齢者見守り体制の充実

〇コミュニティカフェ運営事業　○地域公共交通の利用促進

〇自治体広域連携の推進

○防災・救急体制の充実　〇消防団の充実・強化　など

(6) ストックマネジメントの強化を図る

(7) 医療・介護と住まいの一体的な環境を整備する
〇公共施設の維持管理適正化の推進

〇奈井江版ＣＣＲＣ（生涯活躍のまち）構想の推進　【再掲】

2
つ
の
重
要
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略
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少
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に
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果
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る
次
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2
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向
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し
、
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ま
で

も
健
康
で
活
力
あ
る
生
活
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提

供
と
必
要
に
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じ
て
医
療
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介

護
サ
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受
け
る
こ
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き
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。

②
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町
内
進
出
企
業
の
多
く
は
、

従
業
員
が
町
外
か
ら
通
勤
し
て

い
る
状
況
に
あ
る
た
め
、
従
来

の
定
住
対
策
を
大
幅
に
見
直
し
、

町
内
に
居
住
す
る
独
身
者
等
も

タ
ー
ゲ
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ト
に
新
た
な
定
住
促

進
対
策
を
実
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す
る
と
と
も
に

ホ
ー
ム
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ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
き
め
細
か
い
情
報
発
信

を
行
い
ま
す
。
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住宅支援の概要住宅支援の概要
　町民以外の方にも奈井江町を知ってもらいたい。活気あふれる町には若い力が必要であり、若者
にこの町と共に素敵な未来を築いてもらいたい !
　そんな願いから大幅に見直しを行い、大好評の住宅支援。
　新しい仲間は、着実に増えています。

区　分 町内業者
で新築

町外業者
で新築

町  内  在  住  者 200 万円 150 万円
町外からの転入者 250 万円 200 万円

300万円の助成 !!

さらに・・・若年、子育て世帯は、上記にプラス 50 万円！

住宅の新築 最大

区　分 床面積が
１２０㎡未満

床面積が
１２０㎡以上

町  内  在  住  者 50 万円 100 万円
町外からの転入者 100 万円 150 万円

200万円の助成 !!

さらに・・・若年、子育て世帯は、上記にプラス 50 万円！

中古住宅
購　　入 最大
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月 1万円を助成 !!
○若年単身世帯・・・・・・・・・家賃額の 10％
○若年夫婦、子育て世帯・・・・・家賃額の 20％
※会社の社員寮、公宅（官舎）、公営住宅、3親等以内の親族が所有する　

　物件は対象となりません。

民間賃貸住宅
家  賃  助  成 最大

　このまちの良さを知ってもらい、末永く住
んでもらいたいとの思いから定住対策を強化
しています。
　このスペースで伝えきれないことや制度の
より詳しい内容については、まずは町のホー
ムページをご覧下さい。

【問い合わせ】
　まちづくり課企画広報係　☎ 65－ 2112
　奈井江町ホームページ
　http//www.naie.hokkaido.jp/

社員寮・アパート建てませんか？
建 築 助 成
集 合 住 宅

従業員宿舎　　                  2,000 万円
一般アパート　                  1,300 万円
　　　　　　　　　　　   の助成！！ 

最大

最大

　町内にアパートが少ないとの意見から助
成額を見直し、アパートオーナーを募集し
ています。この機会にアパート経営を考え
てみませんか？

購入特典も !!町有地の分譲 お得

　現在、町内に 9区画を分譲中です。
　購入し、3年以内に住宅を新築して居住した方にはお得な購入特典も。

〇北町・・・・・2区画〇北町・・・・・2区画
〇本町・・・・・1区画〇本町・・・・・1区画
〇東町・・・・・6区画〇東町・・・・・6区画

130 万円台より分譲中！130 万円台より分譲中！

永久に奈井江へとの願いを込めて・・・ 1
と

8
わ

2
に

,7
な

1
い

8
え

円分の
ふれあいチケットを贈呈！！

　http//www.naie.hokkaido.jp/
奈井江　定住
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■収集日程

5月 6月 7月 8月 9月 10 月

①北町・本町地区 2 日 6日 4日 1日 5日 3日

②東町・南町地区※ 16 日 20日 18日 15日 19日 17日

※②には、向ヶ丘、向ヶ丘栄町、住友新町、宮村 1区・3区（いずれも非農家）、茶志内 2区甲・乙、
高島 7区が含まれます。

農村地区（春季） 5月6日（金）　※ごみの量によって、収集が翌日になる場合があります。

　子どもたちの意見で始まった“全町
一斉クリーン作戦”。
　毎年、子どもからお年寄りまで
500人以上が参加する大イベント。
　町民有志の飛び入り参加は、大歓迎
です。子どもたちと一緒に町をキレイ
にしませんか !?

■日程　4月 28日（木）　※雨天中止
■時間　役場前集合：13時 20分
　※事前の連絡は不要です。上記の時間にお集ま
りください。
■持ち物　軍手、火ばさみ
　※ごみ袋は、役場で用意します。

主催：奈井江町・奈井江町教育委員会・奈井江町子ども会議

※地区や各種団体が行うボランティアのごみ拾いには、役場から無料でごみ袋を提供します。

■回収の受付
・受付開始　4月 18日（月）～
・受付時間　8時 30分～ 17時（休日を含む）
・申込先
　まちなみ課 管財環境係　☎ 65－ 2116
※申込みは、回収希望日の前週木曜日まで

■粗大ごみの出し方
①役場へ回収を申し込む
※農村地区は、申込不要
②ごみ処理券を購入
・1枚 200 円（指定ごみ袋販売店で販売）
・1辺（縦、横、高さどこでも）が 1mを超え
るものは、2枚必要です。
③回収
・8時 30分（農村地区は 8時）までに、他の
ごみと同じ場所へ出してください。

■粗大ごみって？
　指定袋に入らないものが、粗大ごみです。
・粗大ごみとして出せないもの
ドラム缶、バッテリー、廃油、建築廃材、ハ
ウスビニール、廃タイヤ、バイク、農機具、
家電リサイクル法対象家電（テレビ、エアコ
ン、冷蔵庫、洗濯機）、パソコン、など

※「クリーンプラザくるくる」へ直接持ち込む
こともできます。
（処理手数料は施設で支払うため、ごみ処理
券は必要ありません）

【問い合わせの多い例】※ごみ処理券の枚数
枝など…直径 30cm以内で 1束にして 1枚
スキー…2組（4本）まで、1つに縛り 1枚
ふとん…敷き・掛けセットなら三つ折りにし

て 1つに縛り、1枚（1m以上にな
る場合は、2枚）

■ごみに関する問い合わせ先　まちなみ課管財環境係　☎ 65ー 2116

第 6 回

平成 28年度粗大ごみの回収日程
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　「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引き上げの恩恵が及びにくい低年金受給者への支援
のため「高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）」の受付を開始します。

●給付対象者
・平成 27 年度臨時福祉給付金の受給者及び受給対象者（町民税が課税されない
　方。ただし、課税者の扶養家族や生活保護を受給している方などは除く）のう
　ち、昭和 27 年 4 月 1 日以前に生まれた方。（平成 28 年度末において 65 歳　
　以上の方。）

※該当になると思われる方（世帯）には、3月末を目途に申請書を送付しています。
　給付金の支給対象者となる可能性のある方で、申請書が届かない場合や申請書　
　を紛失した場合は、下記の担当窓口までご連絡ください。

●給付額 ・1人につき 30,000 円

申請方法

■申 請 先　奈井江町役場おもいやり課福祉係
■申請期間　平成 28年 4月 1日～平成 28年 8月 1日　（郵送の場合、8月 1日の消印有効）
■申請方法　申請書に必要事項を記入。押印し、必要に応じて本人確認書類、給付金振込口座確認
　　　　　　書類、その他確認書類を添付し、同封の返信用封筒で郵送するか、役場窓口で申請し
　　　　　　てください。

　○役場おもいやり課　福祉係　　☎ 65 ー 2119

市町村や厚生労働省をかたった不審な電話や郵便があった場合は役場や警察署にご連絡下さい。

高齢者向け給付金　年金生活者等支援臨時福祉給付金　）　（

申請受付開始 !!

○日時　4月 6日（水）14 時～
○場所　文化ホール
※町民大会後、国道 12 号で旗の波作戦を行
います。

○問い合わせ　まちづくり課 交通防災係
　　　　　　　☎ 65 － 2112

4 月 6日（水）～ 15日（金）
重点目標
①子どもと高齢者の事故防止
②自転車の安全利用の推進
③飲酒運転の根絶
④シートベルト、チャイルドシートの着用

春の交通安全運動

ストップ・ザ・交通事故 !!ストップ・ザ・交通事故 !!

カ
ク
ニ
ン
ジ
ャ

「おたふくかぜ」「ロタ」予防接種の費用助成について
対象年齢 回数

おたふくかぜ 1歳～小学校就学前まで 1回
ロタ 生後 6週～ 24週未満 2回

　奈井江町では、平成28年4月より任意
接種である「おたふくかぜ」と「ロタ」の
予防接種の費用助成を始めます。
　対象の方は定期接種と同様に町内の医療
機関において、無料で接種が受けられます。

※対象の方へは案内と予診票を送付します。　
〇問い合わせ　保健センター　☎65－2131
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後期高齢者医療の被保険者のみなさまへ

（1）指定難病の方は、都道府県の発行する医療受給者証を医療機関へご提示ください。
（2）指定難病の医療受給者証については、滝川保健所健康推進課（☎ 24-6201）まで

障害者差別解消法による規定

≪入院時の食事療養標準負担額が一部変わります≫平成 28年 4月～

※

平成 28年 4月 1日より １食につき 260 円　→　360 円
平成 30年 4月 1日より １食につき 360 円　→　460 円

※　都道府県の発行する指定難病の医療受給者証をお持ちの方

■住民税課税世帯の方の食事療養標準負担額（食事代）が

ただし、指定難病の方　は、1食につき 260 円に据え置かれます。

北海道後期高齢者医療広域連合　 　　　 ☎０１１－２９０－５６０１
奈井江町役場おもいやり課医療保険係       ☎６５－２１１９■問い合わせ

障害者差別解消法が施行されました

不当な差別的
取  扱  い

合理的配慮の
提     供

行政機関等 禁止 法的義務

民間事業者 禁止 努力義務

　平成 28 年 4 月から「障害を理由とする差別
の解消の推進に関する法律（障害者差別解消
法）」が施行されました。
　法律が施行されると、不当な差別的取り扱い
は、行政機関だけでなく民間事業者でも禁止さ
れます。
〇不当な差別的取り扱いの例
　障がいを理由として、サービスの提供や入店を拒否すること
〇合理的配慮の不提供の例
　筆談や読み上げなど障がいの特性に応じたコミュニケーショ
　ン手段で対応してもらえないこと 問い合わせ　　おもいやり課福祉係　　☎６５－２１１９

なきごえバス
えがしら　みちこ作

　4月より、図書館の本がひとり 10冊まで借り
ることができるようになりました。
　貸出期間は従来通り 2週間です。どうぞご利
用ください !

本の貸出がより便利に !

　ゴールデンウィーク前、毎年恒例のガイドブッ
ク特集です。
　旅行に行く、行かないにかかわらず、楽しんで
見られる本です。
展示期間：5月 1日（日）まで

　なきごえバスが発車します ! このバスに乗
るときは、なきごえで知らせてくださーい !
　次はどんな動物かな ?と楽しくなる絵本
です。　2～ 3歳くらいから。
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活
動
内
容
な
ど
詳
細
は
、
各
団
体
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
種
サ
ー
ク
ル　

会
員
募
集
中
！

■ダンス・踊り
レクリエ－ションダンス同好会
　　　　　　　佐々木優子　☎ 65 － 4529
千鳥の会（踊り）
　　　　　　　松田　 子　☎ 65 － 2143
木曜社交ダンスサ－クル
　　　　　　　森本　主計　☎ 65 － 2387
レイ・ナニ・フラダンスサ－クル
　　　　　　　森本志津子　☎ 65 － 3919
レイアロハ奈井江（フラダンス）
　　　　　　　小林　俊子　☎ 65 － 2569

■音楽
ないえ健吟会（詩吟）
　　　　　　　尾崎　桂子　☎ 65 － 5362
琴生流大正琴同好会
　　　　　　　稲垣　惠子　☎ 65 － 4121
奈井江民謡会　谷岡トシ子　☎ 65 － 3500
隆舟追分会（民謡）
　　　　　　　岡田ひとみ　☎ 65 － 3344
奈井江町カラオケ連絡協議会
　　　　　　　小谷　博之　☎ 65 － 3284
北海わらべ太鼓
　　　　　　　栗山美代子 ☎090-7646-9702

■園芸
奈井江薫和会（菊花）
　　　　　　　大久保忠良　☎ 65 － 6184

■茶道・生花
椿会（茶道）　　佐藤　宗敬　☎ 65 － 2747
生花　　　　　林　　育慧　☎ 65 － 2588
フラワーＫａｚｕ
　　　　　　　細谷　和代　☎ 65 － 4532

■書道・習字
香石会（書道）　島　トモエ　☎ 65 － 4884
奈井江親書会　岡　　　澄　☎ 65 － 2275
ペン習字サ－クル
　　　　　　　黄倉　勝子　☎ 65 － 3439

■文芸
奈井江俳句会　西澤カズ子　☎ 65 － 3719
読書会　　　　湯谷冨美子　☎ 65 － 2073

■工芸・絵画
木彫サ－クル　藤江　和子　☎ 65 － 2614
洋裁サ－クル　菅原　勝子　☎ 65 － 3093
奈々窯会　　　山口まつみ　☎ 65 － 3373
絵手紙サ－クルことぶき
　　　　　　　舛甚　義則　☎ 65 － 5611
絵手紙サ－クルわくわく
　　　　　　　浅尾　清枝　☎ 65 － 3056
布の絵本サ－クル
　　　　　　　木下　春美　☎ 65 － 3391
俳画サークル「アップルパイ」
　　　　　　　白岩　文美　☎ 65 － 5941

■スポーツ
奈井江町太極拳倶楽部
　　　　　　　清水　行男　☎ 65 － 3145
空手スポ－ツ少年団
　　　　　　　大竹　俊之  ☎ 011-386-9207
フルコンタクト空手スポーツ少年団
　　　　　　　高谷　真信    ☎ 65 － 5595
サッカースポーツ少年団 ( やすらぎの家内 )
　　　　　　　須藤　　章　☎ 65 － 2866
奈井江地区野球連盟　　　　　　（役場内）
　　　　　　　辻脇　泰弘　☎ 65 － 2111
奈井江町ゲ－トボ－ル連盟
　　　　　　　林　　裕章　☎ 65 － 3566
チェアビクスサークル
　　　　　　保健センター　☎ 65 － 2131
ストックウォーキングサークル
　　　　　　保健センター　☎ 65 － 2131
ゆる体操・リズムウォーキングサークル
　　　　　　保健センター　☎ 65 － 2131

■その他
奈井江町郷土研究会
　　　　　　　松浦　幸作　☎ 65 － 2217
奈井江囲碁同好会
　　　　　　　北清　亮二　☎ 65 － 2880
奈井江町写真連盟
　　　　　　　田澤　康史　☎ 65 － 3390
男の料理友の会
　　　　　　保健センター　☎ 65 － 2131
食生活改善推進協議会
　　　　　　　笹木　洋子　☎ 65 － 4731
家族介護を語ろう会
　　　　　　　岡田　頼子　☎ 65 － 3386
奈井江手打ちそば道光会
　　　　　　　小澤　達司　☎ 65 － 4187
北海道犬保存会　中空知支部
　　　　　　　谷川　　明　☎ 65 － 4176
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苗
取
り
作
業
の
母
の
傍
ら
に

ゴ
ザ
を
敷
い
て
寝
か
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。

　

田
ん
ぼ
の
畦
道
を
駆
け
ず
り

回
っ
て
遊
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　

奈
井
江
町
は
、
町
民
の
皆
様

と
共
に
、「
対
話
と
協
調
」「
開

か
れ
た
町
政
」
を
基
本
と
し
、

ま
ち
づ
く
り
自
治
基
本
条
例
の

下
、「
町
民
参
加
に
よ
る 

ま
ち

４
月
に
交
代
し
た
新
旧
副
町
長
よ
り
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

副
町
長
が
交
代

前
副
町
長　

三
本　

英
司

新
副
町
長　

相
澤　

公

　

そ
ん
な
風
景
が
忘
れ
ら
れ
ず
、

卒
業
後
奈
井
江
の
町
に
戻
っ
て

い
ま
し
た
。

〝
奈
井
江
ら
し
さ
〞
を
さ
が
し
、

皆
様
に
導
か
れ
、
支
え
ら
れ
て

歴
史
の
ペ
ー
ジ
創
り
に
参
画
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
た
「
文
化
ホ
ー
ル
」
の
建
設
、

平
成
五
年
の
大
冷
害
と
ガ
ッ
ト

ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
に
よ
る

「
米
騒
動
」
へ
の
対
応
、
世
代

を
超
え
た
交
流
の
場
所
「
み
な

ク
ル
」
な
ど
な
ど
、
忘
れ
ら
れ

な
い
想
い
出
で
す
。

　

四
季
の
風
を
感
じ
、
す
れ
違

う
道
々
で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し

合
う
、
心
豊
か
な
広
が
り
の
あ

る
こ
の
町
が
好
き
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
と
し
て
愛

す
る
ふ
る
さ
と
の
ま
ち
づ
く
り

に
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
副
町
長
を
退
任

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
、
心
か
ら
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■公演券：大　人 /2,000 円　　高校生以下 /1,000 円　　■公開レッスン聴講料 /500 円

　※未就学児の入場はご遠慮願います。

コンチェルトホール（文化ホール）、教育委員会（公民館）　など

づ
く
り
」
を
追
求
し
、
実
践
し

て
参
り
ま
し
た
。

　

私
も
今
ま
で
、
役
場
の
職
員

と
し
て
、
そ
の
一
端
の
お
手
伝

い
を
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
都

会
に
憧
れ
、
学
生
時
代
を
札
幌

で
過
ご
し
た
私
に
は
、「
奈
井

江
町
が
大
好
き
」「
奈
井
江
か

ら
離
れ
た
く
な
い
」
と
真
っ
直

ぐ
に
答
え
る
多
く
の
子
ど
も
た

ち
を
と
て
も
眩
し
く
思
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て

二
十
余
年
、
今
改
め
て
、
人
と

人
と
の
繋
が
り
、
地
域
の
繋
が

り
の
大
切
さ
を
実
感
し
、
こ
の

素
晴
ら
し
い
奈
井
江
町
で
、
働

い
て
来
た
こ
と
に
感
謝
と
誇
り

と
希
望
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
4
月
か
ら
、
副
町
長
の

大
任
を
拝
命
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
、
北
町

長
が
目
指
し
町
民
の
皆
様
と
築

い
て
き
た
住
民
本
位
の
ま
ち
づ

く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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町
職
員
人
事
異
動

■
４
月
１
日
発
令
〈
元
職
等
〉

◆
ま
ち
づ
く
り
課
◆
課
長　

馬
場
和

浩
〈
お
も
い
や
り
課
長
〉

◇
総
務
係
◇
主
査　

此
川
由
香
〈
ま

ち
な
み
課
管
財
環
境
係
主
査
〉

◇
企
画
広
報
係
◇
係
長　

谷
口
顕
子

〈
お
も
い
や
り
課
福
祉
係
主
査
〉
／

兼
主
査　

井
内
啓
太
〈
主
査
〉
／

主
事　

吉
田
将
平
〈
ま
ち
づ
く
り

課
総
務
係
〉
／
主
事　

佐
々
木
亮

輔
〈
く
ら
し
と
財
務
課
税
務
係
〉

◇
交
通
防
災
係
◇
兼
係
長
事
務
取
扱

　

馬
場
和
浩
／
主
査　

井
内
啓
太

〈
企
画
広
報
係
主
査
〉

◆
く
ら
し
と
財
務
課
◆

◇
財
政
係
◇
係
長　

田
中　

恵
〈
ふ

る
さ
と
商
工
課
商
工
係
主
査
兼
地

方
創
生
係
主
査
〉

◇
収
納
係
◇
主
事　

高
橋　

守
〈
ま

ち
づ
く
り
課
企
画
広
報
係
〉

◇
税
務
係
◇
主
事　

秋
葉
秀
祐
〈
再

任
用
〉

◆
お
も
い
や
り
課
◆
課
長　

松
本
正

志
〈
ま
ち
づ
く
り
課
企
画
広
報
主

幹
兼
企
画
広
報
係
長
事
務
取
扱
〉

／
福
祉
主
幹　

池
上　

学
〈
福
祉

子
育
て
支
援
主
幹
〉
／
子
育
て
支

援
主
幹
兼
子
育
て
支
援
係
長
事
務

取
扱　

栗
山
ひ
ろ
み
〈
議
会
事
務

局
庶
務
主
幹
〉

◇
戸
籍
係
◇
主
事　

三
浦
あ
や
子
〈
再

任
用
〉

◇
認
定
こ
ど
も
園
◇
係
長　

伊
藤
美

樹
〈
主
任
保
育
士
〉
／
保
育
士　

狩
野
恵
美
〈
新
採
用
〉

◆
ふ
る
さ
と
振
興
参
事
◆
碓
井
直
樹

〈
兼
農
政
課
長
事
務
取
扱
〉

◆
ふ
る
さ
と
農
政
課
◆
課
長
辻
脇
泰

弘
〈
く
ら
し
と
財
務
課
財
政
主
幹
兼

財
政
係
長
事
務
取
扱
〉

◆
ふ
る
さ
と
商
工
課
◆
課
長　

横
山

　

誠
〈
兼
商
工
係
長
事
務
取
扱
〉

◇
商
工
係
◇
係
長　

都
築
岳
司
〈
ふ

る
さ
と
農
政
課
農
政
係
主
査
〉

◆
ふ
る
さ
と
創
生
課
◆

◇
地
方
創
生
係
◇
兼
主
事　

五
十
嵐

み
ゆ
き
〈
ふ
る
さ
と
商
工
課
商
工

係
〉

◆
ま
ち
な
み
課
◆
管
財
環
境
主
幹
別

部
由
彦
〈
兼
管
財
環
境
係
長
事
務

取
扱
〉

◇
管
財
環
境
係
◇
係
長　

金
瀧
靖
次

〈
ま
ち
づ
く
り
課
交
通
防
災
係
長
〉

／
主
査　

高
田　

基
〈
教
育
委
員

会
文
化
振
興
係
主
査
〉

◇
建
築
公
住
係
◇
兼
主
査　

高
田
基

〈
教
育
委
員
会
文
化
振
興
係
主
査
〉

◆
健
康
ふ
れ
あ
い
課
◆

◇
健
康
づ
く
り
係
◇
保
健
師　

境　

綾
乃
〈
新
採
用
〉

◇
介
護
支
援
係
◇
係
長　

長
谷
川
裕

見
子
〈
健
康
ふ
れ
あ
い
課
介
護
予

防
係
長
〉
／
主
査　

石
塚
じ
ゅ
ん

〈
兼
介
護
予
防
係
主
査
〉
／
主
査

　

渡
辺
秀
樹
〈
空
知
中
部
広
域
連

合
派
遣
〉
／
主
事
田
宮
由
久
〈
兼

介
護
予
防
係
〉

◆
町
立
病
院
◆
兼
地
域
医
療
連
携
室

看
護
主
幹　

野
端
ま
り
子
〈
看
護

師
長
〉
／
町
立
病
院
主
幹
・
地
域

医
療
連
携
室
次
長
補
佐
・
地
域
医

療
連
携
室
地
域
医
療
係
長
事
務
取

扱　

杉
野
和
博
〈
兼
健
康
ふ
れ
あ

い
課
介
護
主
幹
兼
介
護
支
援
係
長

事
務
取
扱
〉

◇
総
務
係
◇
兼
主
査　

三
原
英
司
〈
町

立
病
院
総
務
係
主
査
〉

◇
看
護
係
◇
／
主
査　

郷
野
秀
和
〈
や

す
ら
ぎ
の
家
介
護
係
主
査
〉
／
看

護
師　

道
下
春
美
〈
健
寿
苑
医
療

係
〉
／
准
看
護
師　

本
庄
こ
ず
え

〈
新
採
用
〉
／
准
看
護
師　

細
口

紀
子
〈
再
任
用
〉

◆
地
域
医
療
連
携
室
◆

◇
地
域
医
療
係
◇
主
査　

三
原
英
司

〈
町
立
病
院
総
務
係
主
査
兼
健
寿

苑
管
理
相
談
係
主
査
〉

◆
感
染
対
策
推
進
室
◆

◇
感
染
対
策
係
◇
主
査　

長
屋
健
三

〈
感
染
対
策
係
〉

◆
や
す
ら
ぎ
の
家
◆

◇
看
護
係
◇
係
長　

林
恵
里
香
〈
健

寿
苑
医
療
係
長
〉

◇
介
護
係
◇
主
査　

釣
部
智
美
〈
町

立
病
院
看
護
係
主
査
〉
／
介
護
福

祉
士　

澤
田
亜
由
美
〈
町
立
病
院

看
護
係
〉
／
介
護
助
手　

川
﨑
真

由
子
〈
町
立
病
院
看
護
係
〉
／
介

護
福
祉
士　

鎌
仲
晴
絵
〈
新
採
用
〉

◆
健
寿
苑
◆
看
護
主
幹
兼
医
療
係　

長
事
務
取
扱　

常
陸
由
香
〈
や　

す

ら
ぎ
の
家
看
護
主
幹
兼
看
護　

係
長

事
務
取
扱
〉

◇
医
療
係
◇
准
看
護
師　

浅
島
志
津

保
〈
町
立
病
院
看
護
係
〉
／
介
護

福
祉
士　

寺
山
栄
子
〈
再
任
用
〉

◇
管
理
相
談
係
◇
主
事　

高
田
尚
弘

〈
健
康
ふ
れ
あ
い
課
介
護
支
援
係
〉

◆
会
計
室
◆

◇
会
計
係
◇
主
事　

金
瀧
祥
子
／
〈
農

業
委
員
会
農
地
振
興
係
〉

◆
議
会
事
務
局
◆

◇
庶
務
係
◇
係
長　

東
藤
美
妃
代
〈
会

計
室
会
計
係
長
〉

◆
農
業
委
員
会
事
務
局
◆
事
務
局
参

事　

碓
井
直
樹
〈
事
務
局
長
〉
／

事
務
局
長　

辻
脇
泰
弘
〈
く
ら
し

と
財
務
課
財
政
主
幹
兼
財
政
係
長

事
務
取
扱
〉
／
主
事　

釣
本
真
由

美
〈
教
育
委
員
会
教
育
支
援
係
〉

◆
教
育
委
員
会
◆

◇
教
育
支
援
係
◇
事
務
補　

春
日
友

治
〈
新
採
用
〉

◇
文
化
振
興
係
◇
主
事　

漆
崎
裕
太

〈
ま
ち
な
み
課
管
財
環
境
係
兼
建

築
公
住
係
〉
／
技
師
補　

吉
田
浩

司
〈
再
任
用
〉

◆
派
遣
◆

◇
奈
井
江
、
浦
臼
町
学
校
給
食
組
合
◇
東

藤　

茂
〈
く
ら
し
と
財
務
課
収
納

係
主
査
〉

◇
中
空
知
広
域
水
道
企
業
団
◇
冨
永

弘
樹
〈
奈
井
江
、
浦
臼
学
校
給
食

組
合
）

◇
空
知
中
部
広
域
連
合
◇
田
野
優
美

子
〈
お
も
い
や
り
課
子
育
て
支
援

係
長
〉
／
是
枝
圭
祐
〈
く
ら
し
と

財
務
課
財
政
係
主
査
）
／
宮
崎
浩

行
〈
健
寿
苑
管
理
相
談
係
）

◆
退
職
◆
〈
3
月
31
日
付
〉

　

林　

潤
一
〈
空
知
中
部
広
域
連
合

派
遣
〉
／
秋
葉
秀
祐
〈
く
ら
し
と

財
務
課
課
長
補
佐
〉
／
三
浦
あ
や

子
〈
お
も
い
や
り
課
戸
籍
係
長
〉

／
吉
田
浩
司
〈
中
空
知
広
域
水
道

企
業
団
派
遣
〉
／
寺
山
栄
子
〈
健

寿
苑
医
療
係
〉
／
細
口
紀
子
〈
町

立
病
院
看
護
係
〉
／
相
澤
久
美
子

〈
空
知
中
部
広
域
連
合
派
遣
〉

◇
再
任
用
任
期
満
了
◇

　

川
股
増
博
〈
教
育
委
員
会
文
化
振

興
係
〉
／
和
田
弘
美
〈
町
立
病
院

総
看
護
師
長
兼
地
域
医
療
連
携
室

看
護
主
幹
〉
／
川
越　

由
〈
や
す

ら
ぎ
の
家
介
護
係
〉
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有害鳥獣の駆除

　高齢者生活福祉センター「ひだ
まり」の生活援助員を募集します。
○応募資格
　・町内に居住している方
　・介護職員初任者研修修了者等
　　（旧ホームヘルパー2級修了者等）
　・土、日、祝日勤務できる方
○募集人数　1 名
○賃金　日額 6,150 円
○勤務時間　8時 30 分～ 17 時
　（勤務表により月 10 日前後）
○応募手続
役場 2 階総務係、やすらぎの
家に備えてある「臨時職員採
用登録申込書」または市販の
履歴書に所定事項を記入のし、
修了証明書等を持参のうえ、4
月 20 日（水）までに提出して
ください。

○申込み・問い合わせ
　やすらぎの家　☎ 65 － 2866

　病院・健寿苑・やすらぎの家の健全
な運営と諸施策を推進するための審
議を行う運営委員を募集します。　
○主な内容　年 2回程度開催され
　る会議での審議 （任期：2年間）
○応募条件　
　･町内在住の方
　・20 歳以上の方
　･町税などに滞納のない方
○報酬　町条例の規定により支給
○募集人員　3名
○申込み期限　４月 22 日（金）
○問い合わせ　町立国保病院総務係
　☎ 65 － 2221

　水道を使用開始・中止するとき

は、4～ 5日前までにご連絡くださ
い。無届けで使用をやめた場合は、
引き続き料金がかかります。
　町内で転居した場合は、旧住所と
新住所の料金は別々に請求します。
○問い合わせ
　中空知広域水道企業団
　☎ 53 － 3831

■パークゴルフ場
○シーズンオープン
　４月 29 日（金）（予定）
※雪解けの状況により、延期する
場合があります。
○定休日　毎週月曜日（休日の場
合は、その翌日）
○利用時間　8時 30 分～ 17 時
○利用受付（当日可）　パークゴ
ルフ場管理棟　☎ 65 － 6180
■サッカー場兼ソフトボール場
○シーズンオープン　5月 1日～
■芝サッカー場
○シーズンオープン　6月 1日～
※利用日の 2週間前までに申し込
んでください。
　利用に関する詳細は、下記に問
い合わせください。
○問い合わせ
　㈱ランドスケープタカラ
　☎ 65 － 2170

　昨年に引き続き、旧江南小学校
施設を下記のとおり開放します。
　旧低学年棟の普通教室には両校
の写真等を展示するほか、旧プレ
イルームは軽スポーツなどで利用
できます。
○開館期間
　４月21日（木）～10月13日（木）
○開館時間
1）毎週火・木曜日　14 時～ 17 時
2）毎月第 2土曜日、第 4日曜日

　10 時～ 17 時
○利用料　無料
※館内での飲食は禁止です。
○問い合わせ　まちなみ課
　管財環境係　☎ 65 － 2116　　
　

　４月から翌年３月 31 日までの期
間、エゾシカやヒグマなどによる
　農業被害や生活環境への被害を
防止するために、有害鳥獣駆除従
事者による捕獲・駆除を実施して
いますので、ご理解をお願いします。
○問い合わせ　ふるさと農政課
　農政係　☎ 65 － 2118

「春のヒグマ注意特別期間
　　　　　４月1日～５月31日」
　春の山菜採りシーズンが到来し
ますが、雪解けとともにヒグマの
活動が見られる時期でもあります。
　入山の際には、鈴や笛を携帯す
るなどの対策を行い、十分に注意
して下さい。
　なお、目撃情報など、ヒグマに関
することは、下記にご連絡ください。
○問い合わせ
　ふるさと農政課農政係
　☎ 65 － 2118

2016 年　交通事故発生状況
〈３月 20日現在　（　）は前年比〉
人身事故 発生 　1件（ － 1）
　　　　 傷者 1 人 （－ 2）
　　　　 死者 0 人 （± 0）
物損事故 発生 55 件   （+29）
死亡事故ゼロ連続日数　 111 日

ヒグマ出没注意

水道の開始・中止は必ず届
出を 

寿公園の利用開始日

町臨時職員の募集

医療・保健・福祉施設
運営委員の募集

固定資産税・都市計画税（第 1期）
お近くの金融機関、または役場の会
計窓口で忘れずに納めてください
○問い合わせ
くらしと財務課 収納係　☎ 65 － 2113

4月は町税等の納期です

 旧江南小学校施設開放

体
育
館 出

入
口前庭

旧江南小学校

町道西1線
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まちの先生　活動開始（3/14）

　 　

　みなクルのコミュニティ・カフェ『スマイル』にてまちの
先生による「ふまねっと講座」が開催されました。
　まちの先生とは、みなクル内にオープンしたカフェを利用
して自分の趣味や特技を教えてくれるボランティアの先生の
ことです。参加した約 20 名は、床に敷かれた 50㎝四方の
網をリズムに合わせ前後左右に歩きました。複雑な運動にな
ると手足の動きが合わず参加者から笑いが起こっていました。

　砂川地区防火安全協議会（山田賢司会長）が管内市町にあ
る福祉施設に非常食のサンプルを寄贈する活動を行いました。
　奈井江町で今回該当となったグループホームかわせみの山
岸辰人代表は、「普段の生活の中で防災について考えること
もあります。備蓄品について貯蔵場所や利用者さん全員分の
水や食料を確保となると大変というのが現実ですが、これを
機に少しずつ取り組んでいきたい」とお礼をのべました。

　奈井江町民生（児童）委員が認定こども園はぐくみを訪問
し、園児たちと交流を深めました。
　この日訪問した 5名の委員たちは、ハーモニカの演奏や
指あそび等を披露、その後ポップコーンを作って一緒に食べ
ました。
　園児たちはフライパンの周りに集まり、トウモロコシが弾
ける音に大喜びでした。

福祉施設に非常食を寄贈（3/8）

弾けるトウモロコシに大喜び（2/24）

　健寿苑の三木文義作業療法士が奈井江小学校を訪れ、4年
生に車いすの使い方を教えました。
　大半の児童が車いすに触れるのが初めてとあって、始めは
ぎこちない様子でしたが、後半は慣れてきて同級生とペアに
なり、体育館に作られたクランクやスラロームコースを上手
に押していました。

　奈井江商業高校にて救急救命講座が開催されました。
　札幌医科大学の齋藤正樹医師による脳卒中についての講義
の後、保健師や介護福祉士などのボランティア・スタッフも
加わり脳卒中が疑われる場合の対応の仕方をシミュレーショ
ンしました。その後、消防によるダミー人形を使った人工呼
吸と心臓マッサージによる心肺蘇生法の実技があり、参加し
た 1年生 40名は真剣な表情で学んでいました。

　車いすの安全な使い方を学ぶ（3/17）

早期発見・早期対応が重要　（3/16）
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【問い合わせ】保健センター　☎ 65－ 2131

【問い合わせ】地域包括支援センター　☎65－ 2131

塩分、上手に控えるためには？

介護保険サービスの「福祉用具貸与」「特定福祉用具販売」
をご存じですか？

　人の身体は、しょっぱいものを美味しく感じるようにできています。しかし、食べ過ぎ
てしまうと、高血圧をはじめとした様々な病気の原因に…。上手な減塩方法を紹介します。

　和食や汁物などは、塩分が多く含
まれているのが比較的わかりやすい
のですが、加工品の場合、わかりず
らいものがあります。ハムやちくわ
などの他、パンなどにも意外に多く
の食塩が含まれています。

　酸味や香辛料は、食材の味を引き
立て、味を感じやすくします。
☆レモンや酢などを使う
☆一味やこしょうなどを使う
☆だし汁を活用する　　　　

　日常生活に支障がある方の自立した生活を助けるために福祉用具をレンタルしたり、入浴や排泄に
使用するレンタルになじまない福祉用具を購入できるサービスのことです。
　対象品目は下記のとおりですが、このサービスを利用するには、要介護・要支援認定を受ける必要
があります。また、福祉用具のレンタルについては、要介護状態区分や身体状況等に一定の条件を満
たすことが必要な場合があります。
　福祉用具のレンタルや購入を検討している場合は、地域包括支援センターにご相談ください。

◎手間いらずの簡単だし汁レシピ
＜材料＞
・水・・・・・・1000㏄
・昆布・・・・・10ｇ
・かつおぶし・・10ｇ

＜作り方＞
上記の材料を容器に入れ、冷蔵庫で一
晩（8時間程度）置いて完成です。か
つおぶしは、お茶用のパックに入れる
と、細かいカスが気になりません。

※ 2～ 3日を目安に使い切って下さい

①車いす（付属品を含む）
②特殊寝台（付属品を含む）
③床ずれ防止用具
④体位変換器
⑤手すり（工事を伴わないもの）
⑥スロープ（工事を伴わないもの）

①腰掛便座
②簡易浴槽
③入浴補助具（入浴用いす・入浴用
　手すり・浴槽内すのこ等）

④自動排泄処理装置の交換可能部品
⑤移動用リフトのつり具

福祉用具貸与の対象品目

特定福祉用具販売の対象品目

⑦歩行器
⑧歩行補助つえ（Ｔ字杖は対象外）
⑨認知症老人徘徊感知機器
⑩移動用リフト（つり具を除く）
⑪児童排泄処理装置

塩分が多く含まれる食べ物を知る

酸味や香辛料、うまみを上手に活用する
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平成 28年度の国民年金保険料

総人口 5,707 人（5,724 人）
　男 2,693 人（2,699 人）
　女 3,014 人（3,025 人）
世帯数 2,893 戸（2,898 戸）
3月 20 日現在（ ）は 2月末   

おくやみ申し上げます
舘ヶ澤政幸さん （84 歳） 東１
渡部ノブ子さん （93 歳） 南５
古谷　キヨさん （106 歳） 茶９
相澤喜一郎さん （79 歳） 本２
谷口　昭三さん （78 歳） 大５
中川　彰　さん （87 歳） 宮１
中野ミヨ子さん （84 歳） 高１
南條　久江さん　（98 歳）茶３

ご厚志ありがとうございました
【地域振興基金へ】
本２ 　相澤　幹枝さん

【問い合わせ】 砂川年金事務所　☎ 52 － 2144
 役場 おもいやり課 戸籍係　☎ 65 － 2119

「奈井江中学校卒業式」　（3/12）
　卒業式終了後、最後のホーム
ルームで恩師に感謝して、花束を
送りました。
　三年間の様々な思い出が蘇り、
涙が溢れました。

○定額保険料　月額 1万 6,260 円
（保険料は毎年度改定され、平成 28 年度は前年度より 670 円引き上
げられました）

○付加保険料　月額　400 円
付加保険料を納めれば、老齢基礎年金に生涯付加年金を上乗せするこ
とができます（付加年金【年額】200 円×付加保険料の納付月額）

　自営業・学生などの第 1号被保険者は、納付書にもとづき保険料を
納めます。保険料の納付は各金融機関やコンビニエンスストアなどの
窓口納付のほか、口座振替やクレジットカード納付もご利用できます。

■納付に困ったら…
　経済的な理由で保険料を納めることが困難な人のために免除制度
があります。過去 2年（申請月の 2年 1ヵ月前の月分）まで遡って
申請できます。納付に困ったら、お早めにご相談ください。
　すでに免除等を受けている方でも、継続して免除を希望する場合
は、毎年申請が必要です。( 申請時に「継続申請」を希望した場合
は不要 )

毎年７月以降 毎年４月以降★継続申請時期

（学生証のコピーが必要です）

30歳未満の人の為の
若年者納付猶予制度

納付が困難な人の
為の免除制度

学生の為の
学生納付特例制度

おたんじょう おめでとう

小川　柚
ゆずき

樹ちゃん　　　　　 　東７

佐々木遥
はるき

樹くん　　　　　　　     　白 1
　　

笹原　廉
れんた

太くん　　　　　　　　　 北 4

（　　　　）　咲子さん

（　　　　）　莉那さん

（　　　　）　ひほみさん

幸二さん

光輝さん

幸二さん
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町のお針箱町のお針箱町のお針箱

交流プラザみなクルの閉館時間が変わります交流プラザみなクルの閉館時間が変わります
夏期間（4月 1日～ 10 月 31 日）は、閉館時間を 1時間変更します。

冬
18：00 19：00

夏

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

◎回数券割引販売（今月限り）
通常枚数　12枚綴り→ 13 枚綴り
　大　人　5,200 円→ 4,700 円
　子ども　3,600 円→ 3,250 円
◎麺の日　各種麺類　100 円現金還元
◎毎週水曜日（低料金改定）
　大　人　380 円→ 400 円
　子ども　260 円→ 260 円
◎温泉ファン感謝デー（第１・３土曜日）
　天ざるセット+入浴料 1,000 円
◎本年 4月よりレストランの営業時間が変更
　になります。
　営業時間：午前 11時 30 分～午後 2時

麺の日
ランチバイキングの日

麺の日
ランチバイキングの日

麺の日
ランチバイキングの日

麺の日
ランチバイキングの日

温泉ファン
感謝デー
麺の日

温泉ファン
感謝デー
麺の日

麺の日

麺の日

麺の日

低料金
大人 400 円
子供 260 円

低料金
大人 400 円
子供 260 円

低料金
大人 400 円
子供 260 円

低料金
大人 400 円
子供 260 円

一般入館者
スタンプ２倍
夫婦の日

夫婦でスタンプ 4倍

〈お問い合わせ〉
㈱新ないえ温泉 ☎ 65 － 3232

本町５区　ＴＥＬ ： 66-3788
ＦＡＸ ： 66-3787

皆様のかかりつけ薬局として

ご利用くださいご利用ください

お気軽にご相談くださいお気軽にご相談ください

ポプリ薬局奈井江店

第 62 回：「そらぷち関連イベント情報」

　キャンプ場のある滝川市丸加高原で、マ
ラソンとピクニックを合わせたイベント
「マラニック」が開催されます。
・日時：2016 年 5月 15 日（日）
　　　　　　　　　　　午前 10時から
・場所：丸加高原伝習館（スタート・ゴール）
当日は、ＪＲ滝川駅から会場まで、無料シャト
ルバスが運行されます。　※事前申込必要
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